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　 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 な ど の 燃 料 電 池 は 発 電 に 関 し て 効 率 が 良 く 、 汚 染 が 少 な い と い う 潜
在 能 力 を 持 つ こ と が 実 証 さ れ て い る が 、 特 に 燃 料 電 池 構 成 要 素 の 温 度 調 整 に お け る 温 度 管
理 に 関 連 す る 問 題 が あ る 。 動 作 温 度 を 維 持 す る た め に は 、 燃 料 と オ キ シ ダ ン ト の 反 応 に よ
っ て 燃 料 電 池 で 発 生 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 除 去 す る か 、 又 は 内 部 で 使 用 す る こ と が 必 要 で あ
る 。 平 面 燃 料 電 池 に お け る 冷 却 流 路 又 は 管 状 燃 料 電 池 に お け る 冷 却 管 は 、 ス タ ッ ク 温 度 を
規 定 の 限 界 以 下 に 維 持 し 且 つ 所 定 の 熱 勾 配 を 維 持 す る よ う に 廃 熱 の 伝 達 又 は 除 去 を 助 け る
た め に 、 通 常 は 空 気 で あ る オ キ シ ダ ン ト を 使 用 す る 。 従 来 の 燃 料 電 池 に 適 用 す る 場 合 に 使
用 さ れ る そ の よ う な 冷 却 流 路 又 は 冷 却 管 の 場 合 、 流 体 流 路 と オ キ シ ダ ン ト と の 間 の 対 流 熱
伝 達 係 数 は 低 い 。 従 っ て 、 当 該 技 術 に お い て は 、 熱 伝 達 特 性 を 改 善 し て 燃 料 電 池 の 冷 却 条
件 の 改 善 の 問 題 に 対 処 す る こ と が 必 要 で あ る 。
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